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令和７年度 第２回府中市環境保全活動センター検討調整会 議事録 

 

■日 時：令和７年５月２９日（木）午後２時～午後３時３０分 

■場 所：府中駅北第２庁舎６階小打合せ室 

■出 席：（敬称略） 

（委 員）（７名）石川 伊智郎、浅田 多津子、杉村 康之、西尾 克人、 

藤間 利明、室 英治、竹嶋 仁 

（事務局）（２名）熊谷 一茂、青木 大地 

■欠 席：（敬称略） 

（委 員）（１名）塚原 仁 

（事務局）（２名）栁下 豊宏、田口 敦 

■議 事 

１．報告 

① 令和７年度 第１回検討調整会議事録・・・ 

・令和６年度第１０回議事録の修正報告。内容としては、浅田委員の役割表

記の修正及びセンター便り第 50 号の発行日程の曜日誤記の修正。修正後の

議事録はセンターホームページに掲載済み。 

・８月２１日（木）に開催予定の「夏休み親子かんきょう塾」について進捗

の確認があったため報告。事務局としては、候補地として「山梨県（リニ

ア関連施設）」と「埼玉県（石坂産業）」で検討しているが、金額面や内容

面を比較して、山梨県が第一候補になっている。参加希望者の予定もある

ため、早い段階で見学先を決定し、広報周知につなげる必要あり。 

・かんきょう塾①開催に向けて、広報周知を進めている旨報告。新たな試み

として、登録サポーター宅へのチラシ配布訪問を実施することとなった。

訪問にあたり、事前にサポーター宛てにメールを撒くこととする。 

・その他の内容については了承。 

 

② 検討調整会の開催予定日について・・・ 

  毎月、第３週の火曜日を開催予定とする。検討調整会にて次回の開催日に

ついて最終確認を行い、必要に応じて日にちの変更を行う。 

 

③ その他・・・特になし。 

  

２．議事   

 ① 活動センターの運営方法について・・・ 

   今後のセンターの運営方法について、事務局より以下のとおり提案あり。 

  ・目的：府中市環境活動保全センターを、市内の環境活動の中心として機能
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させることを目指す。 

・センターの役割：環境保全に関する学習、交流、活動の場を提供。市民に

よる自発的な環境保全活動を支援。 

・市の役割：環境保全活動のネットワークや制度の構築。環境情報の収集と

公開。イベント等運営のためのサポーター制度の検証と新たな手法、市民

と団体のマッチング制度の創設の検討。 

・理想の姿：センターが市内の環境活動の「中心」となること。市内の環境

活動情報が集約され、団体等から協力を求められる存在となること。 

・現状の課題：市民や関係団体への認知度が低く、関係団体・個人が限定的

で情報が集約されていない。サポーターになることのメリットが不明瞭で、

参加の決断に至らない。 

・課題解決に向けた対応策：各種イベントや HP を活用した広報活動の強化、

メリットの明確化と周知。センターの役割を広報と資金援助に特化する。 

・検討調整会の役割：センター事業の適否判断。金銭支出（講師謝礼・会場

費等）の可否について検討。実績に基づく支出の優先順位付け。実施事業

の PDCAを通じた改善とフィードバック。 

・組織体制と運営イメージ：センター運営の維持及び向上を考え、最終的に 

は運営・事務局の委託化を検討している。委託化を進めるうえで、物理的

な事務局（拠点）の確保が必要となる。 

 

   上記提案を受け、各委員より以下のとおり意見あり。 

  ・センターホームページがあまり稼働していない。ホームページの管理含め 

て、在り方を修正していく必要あり。 

  ・検討調整会はあくまで諮問機関としての位置づけであり、決定機関ではな 

いと考える。金銭支出の可否について検討するのは環境政策課の範囲では 

ないか。⇒限りある予算をどう割り振るのかを協議できないか。必要に応 

じて新たな部会の設置も検討する。 

  ・環境関連部署に横串をさせるような環境保全の窓口として機能できないか。 

   ⇒環境審議会との連携や、検討調整会への関係部署の職員出席等について

考えたい。 

  ・委託化にあたっての具体的なイメージを知りたい。⇒委託する場合には、

まず拠点の確保が必要となる。事務局にて拠点の候補を当たっており、未

確定であるが、希望としては早くて３～４年後の委託を目指している。拠

点を考えるうえでは、委託先の要望ほか、交通利便性や自然環境等のメリ

ット・デメリットを踏まえて決めなければならない。委託の仕方について

よく考える必要があるが、委託先に決定権を全て委ねるものではない。 

  ・今後のセンターの役割として、広報と資金援助のみで良いのか。センター
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が存在する理由は他にもあると思う。⇒広報と資金援助はあくまで強み

（特に力を入れるイメージ）として考えており、センターとしての事業は

これまで通り継続する。予算の算段がつけば、新しい取組みも行いたい。

今回事務局が提案したセンターの運営方法について、各委員に意見をいた

だき、次回以降の検討調整会にて方向性を定めていきたい。 

 

② その他 

   特になし。 

   

４．その他（次回検討調整会について）・・・ 

次回開催は令和７年６月１９日（木）午後２時～決定。開催場所については、 

後日青木から各委員へメールでお知らせすることとなった。また、今後はリマ 

インドメールに前回議事録を添付する。 

 


